
                                                                                         

 

１ 計画の基本的事項 

本計画は、「墨田区子ども・子育て支援総合計画」の基本理念である「子どもの最善の利益を優先するまちす
みだ」を念頭に置き、「墨田区保育所整備指針」、「墨田区保育所整備指針に基づく取組方針」及び「墨田区保
育所等整備計画」の実績を基に、この間の社会情勢の変化を踏まえ、質の高い保育と充実した保育サービスの提
供を持続可能なものにするため、中・長期的、経営的な視点で安定的・継続的に保育サービスを提供していくこ
とを目的として策定するものである。  
計画期間は、令和４年度から令和１３年度までの１０年間とする。 

２ これまでの取組 

  ①民間活力の導入 指定管理制度の導入４園 公私連携制度の導入（予定）３園 

②保育所定員数  平成２７年度 定員数 5,665 人 ⇒ 令和３年度 定員数 7,818 人  純増数 2,153 人  

３ 保育を取り巻く現状と分析 

 ①区域別待機児童                     ③保育所に係る経費 
令和３年度 北部地域０人 南部地域２９人         平成２７年度比約７７％増（令和２年度決算額） 

 ②区域別の保育需要                    ④公設園の老朽化 
  北部地域 保育定員数が入所希望者数を上回っている。    築年数４０年以上の施設が全体の約５２％ 
  南部地域 入所希望者数に対して保育定員数が不足しており  

待機児童解消に取り組んでいる。         ⑤将来人口推計（就学前人口） 
                         北部地区のピーク 令和９年度 

南部地区のピーク 令和１１年度 

４ 本計画の取組方針 

１ 基本的な考え方 
就学前人口の動向や社会情勢の変化を踏まえ、公設園の役割を担った園が地域において最適な配置となるよう

施設の再整備を進める。再整備の手法は、公設園への民間活力の導入及び適正配置とする。 

２ 保育所における公私の役割 
⑴ 公設園の役割 
ア 保育施策の推進 
社会の動向や保育ニーズを的確に把握し、子どもの最善の利益を優先し、時代に適した保育の研究と実践
に努め、区全体の保育水準の向上を図る。 
イ 保育行政を担う人材育成 
区全体の保育の質を向上させるため、民設園への保育施設指導・検査業務及び運営支援業務等、これらの

業務を遂行できる人材を育成する。 
ウ 保育における社会的セーフティネットの体制づくり 

障害児、医療的ケア児等の受入れや、支援を要する家庭への対応など、社会的セーフティネットとしての
役割を担い保育サービスを継続する。 

エ 地域の子育て家庭への支援 
在宅子育て家庭からの相談に多角的な視点で対応するとともに、必要に応じて関係各課へ円滑につなげる

など、地域の子育て家庭と区とのパイプ役を担い、地域の子育て支援の充実を図る。 

⑵ 民設園の役割 
区の保育施策の一端を担い、法人の保育理念や保育方針に基づき、スケールメリットやスピード感を活かし

た保育を実践するとともに、利用者ニーズに合わせた多様な保育サービスを提供する。 

５ 民間活力の導入 

１ 基本的な考え方 
公私連携制度の導入を原則とする。公設園を公私連携型保育所へ移行し、子どもを中心に考えた丁寧な

保育の実践と多様な保育サービスの提供を図る。 
２ 導入の手法 
①建物譲渡 ②新設移転 

３ 選定基準 
今後の保育需要や定員の充足率、施設の築年数等を総合的に検討し、導入の効果が見込まれる園を選定
する。 
４ 導入スケジュール 
計画発表時の在園児が全員卒園後に公私連携制度を導入する。 

６ 公設園の適正配置 

１ 基本的な考え方 
保育サービスの需給状況が地域によって偏りが出始めており、児童の減少により需要が充足されると、
供給過多になる可能性も想定される。社会情勢の変化や区全体の保育需要等に対応していくため、施設の
有効活用や統廃合等、適正配置の検討を進めていく。 

２ 適正配置の手法 
 
 
 
 

 
 
 
 

３ 選定基準 
待機児童が解消されている地域に配置されている公設園において、今後の保育需要や定員の充足率、在

園児の居住実態等の諸要因について、調査分析し、選定する。 

４ 導入スケジュール 
計画発表時の在園児に最大限に配慮したスケジュールを設定する。 

今後のスケジュール 

令和４年２月 墨田区子ども・子育て会議に公表・最終調整 
令和４年３月 最終案２月議会報告（最終案に再整備予定園を掲載する予定） 

「墨田区保育所等整備計画」の改定（案）について 概要 
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機能の充実


